
世界トップレベルの地域医療を
東京に構築する事業

すべての都民が安心して暮らせるように、どこでも何時でも病院、在宅、救急等で活躍する
総合診療医等を各地域で育成し、さらに様々な医療や介護に関わる人たちが協働し、
世界トップレベルの包括的な地域医療を東京に構築します。

1.3億円程度

（事業期間3年間）

緩和医療

高齢者医療

在宅医療

保健活動

タウンミーティング

【課題】
・東京都民の高齢化、社会保障費の増大
・地域住民のつながり低下、所得不均衡、高齢者幸福度低下
・島しょ部、西多摩郡、城東、多摩北部も医師不足、医師高齢化
・在宅医療・病院総合医の必要性増大、総合診療医の不足
・社会保障費の高騰、医療の効率性が必要
・東京都の国際化の必要性

地域包括ケアの充実

地域共生社会の実現

多職種の医療・介護従事者の連携機能
の向上

地域のケア
多職種連携教育・研修

教育・研修

総合診療教育の充実、総合診療医の育成

総合診療の教員や指導医の育成

総合診療専門研
修プログラム

テレビ会議
システム等

在宅医の育成

総合診療
教育機器

総合診療医有用性のエビデンス
⇒東京都医療の問題点を政府
（日本専門医機構等）などへ提言

研究

住民とかかりつけ医
に対する調査

かかりつけ医の総合診療
能力向上講習会

かかりつけ医の総合診療能力向上

外国人向け医療支援

（東京都区市町村）

育児施設・テレビ会議等

男女共同参画の増進

東京都内大学
総合診療科

地域中規模病院

大規模基幹病院

病院総合医の育成

（東京都医師会の協力）

東京都庁

診療所

外国人患者対応マ
ニュアル・講習会等

地域小規模病院



〇 どんな医療が東京都民に求められるかを明らかにする調査

・いかなる能力のあるかかりつけ医が都民に必要とされるかを調査研究し、

限りある財源で都民が最も安心して暮らせる医療を明らかにします。

〇 世界トップレベルの包括的な地域医療システムを構築する事業

・ 東京都等の行政、都内大学、医師会、多職種医療・介護従事者等が協働して、

総合診療医の育成、かかりつけ医の総合診療能力の向上、多職種医療・介護従事者

の連携促進、自らが健康を守る活動等を行います。

〇 多くの先進国と同様に、総合診療医を基盤とし、何時でもどこでも病院、在宅、救急に

かかれる医療体制を構築し、都民が安心して暮らせる社会を実現します。

事業内容の詳細

事業実施による効果


